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令和２年６月遠野市議会定例会会議録（第１号） 
 

令和２年６月９日（火曜日） 

────────────────── 

議事日程 第１号 

令和２年６月９日（火曜日）午前10時開議 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第42号 遠野市後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例の専決処

分に関し承認を求めることについて 

第４ 議案第43号 遠野市市税条例の一部を改

正する条例の制定について 

第５ 議案第44号 遠野市手数料条例の一部を

改正する条例の制定について 

第６ 議案第45号 遠野市乳幼児、妊産婦、重

度心身障害者及びひとり親家庭医療費給

付条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

第７ 議案第46号 遠野市が設置する一般廃棄

物処理施設に係る生活環境影響調査結果

の縦覧等の手続に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

第８ 議案第47号 遠野市情報交流センター改

修工事の請負契約の締結について 

第９ 議案第48号 重要文化財千葉家住宅第３

期保存修理工事の請負契約の締結につい

て 

第10 議案第49号 重要文化財千葉家住宅防災

施設等工事の請負契約の締結について 

第11 議案第50号 公の施設の指定管理者の指

定について 

第12 議案第51号 公の施設の指定管理者の指

定について 

第13 議案第52号 財産の取得について 

第14 議案第53号 令和２年度遠野市一般会計

補正予算（第２号） 

────────────────── 

   本日の会議に付した事件 

１ 諸般の報告 

２ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

３ 日程第２ 会期の決定 

  （議会運営委員長報告、採決） 

４ 日程第３ 議案第42号 遠野市後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条例

の専決処分に関し承認を求めることにつ

いてから、 

  日程第14 議案第53号 令和２年度遠野市

一般会計補正予算（第２号）まで。 

  （提案理由の説明） 

５ 予算等審査特別委員会の設置 

６ 散  会 

────────────────── 

出席議員（18名） 

１ 番  小 松 正 真 君 

２ 番  佐 々 木  恵 美 子 君 

３ 番  菊 池 浩 士 君 

４ 番  佐 々 木  敦  緒 君 

５ 番  佐 々 木  僚  平 君 

６ 番  小 林 立 栄 君 

７ 番  菊 池 美 也 君 

８ 番  萩 野 幸 弘 君 

９ 番  瀧 本 孝 一 君 

10 番  多 田  勉 君 

11 番  菊  池  由 紀 夫 君 

12 番  菊  池  巳 喜 男 君 

13 番  照 井 文 雄 君 

14 番  荒 川 栄 悦 君 

15 番  安 部 重 幸 君 

16 番  新 田 勝 見 君 

17 番  佐 々 木  大 三 郎 君 

18 番  浅 沼 幸 雄 君 

────────────────── 

欠席議員 

  な  し 

────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  新 田 順 子 君 

次 長  千 葉 芳 治 君 

主 査  多 田 倫 久 君 
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────────────────── 

   説明のため出席した者 

市 長  本 田 敏 秋 君 

副 市 長  飛 内 雅 之 君 

総務企画部長  鈴 木 英 呂 君 

総務企画部経営管理担当部長
兼新型コロナウイルス対策室長  菊 池  享 君 

健康福祉部長兼健康福祉の里所長 
兼地域包括支援センター所長  菊 池  寿 君 

子育て応援部長兼 
母子安心課長兼 
総合食育課長 

 佐 々 木  一  富 君 

産 業 部 長  中 村 光 一 君 

産業部プロジェクト担当部長
兼三セク・まち活推進室長  阿 部 順 郎 君 

環境整備部長  奥 寺 国 博 君 

会計管理者兼会計課長  鈴 木 純 子 君 

消防本部消防長  三 松 丈 宏 君 

市民センター所長  小 向 浩 人 君 

市民センター文化振興担当部長  石 田 久 男 君 

教育委員会事務局教育部長  伊 藤 貴 行 君 

選挙管理委員会委員長  菊 池 光 康 君 

教 育 長  菊 池 広 親 君 

代表監査委員  佐  藤  サ ヨ 子 君 

農業委員会会長  千 葉 勝 義 君 

────────────────── 

   午前10時01分 開会・開議   

○議長（浅沼幸雄君）  これより令和２年６月

遠野市議会定例会を開会いたします。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   諸般の報告   

○議長（浅沼幸雄君）  日程に入るに先立ち、

諸般の報告をいたします。 

 市長から議案の送付がありましたので、お手

元に配付しておきましたから、御了承願います。 

 次に、市長から報告第４号１件の送付があり

ましたので、お手元に配付しておきましたから、

御了承願います。 

 次に、監査委員から、例月現金出納検査の結

果についての報告書１件、令和２年度工事監査

結果報告書（令和元年度施工分）１件を受理い

たしましたので、その写しをお手元に配付して

おきましたから、御了承願います。 

 次に、今定例会に提出されました請願３件に

つきましては、お手元に配付しておきました請

願文書表のとおり、所管の委員会に付託いたし

ましたので、御了承願います。 

 次に、令和２年２月22日から令和２年６月５

日までの議会活動状況を記載した事務日誌をお

手元に配付しておきましたので、御了承願いま

す。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（浅沼幸雄君）  これより本日の議事日

程に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において、６番小林立栄君、７番菊

池美也君を指名いたします。 

────────────────── 

   日程第２ 会期の決定   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第２、会期

の決定についてを議題といたします。 

 本件に関し、議会運営委員長の報告を求めま

す。議会運営委員長菊池由紀夫君。 

   〔議会運営委員長菊池由紀夫君登壇〕 

○議会運営委員長（菊池由紀夫君）  おはよう

ございます。命によりまして、議会運営委員会

の御報告をいたします。 

 ６月５日金曜日、午後３時から議会運営委員

会を開催し、令和２年６月遠野市議会定例会の

会期を本日６月９日から６月19日までの11日間

といたしました。 

 会期内の予定表については、既に議員各位に

配付しておきましたが、若干の説明を加えさせ

ていただきます。 

 本日は、会期の決定後、議案第42号から議案

第53号までの12議案の提案理由の説明が行われ

ます。議案の内訳は、条例５件、補正予算１件、

その他６件です。説明の後、予算等審査特別委

員会を設置し、同委員会への付託となります。

本会議終了後、予算等審査特別委員会を開催し、

正副委員長を互選いたします。 

 ６月10日は常任委員会調査、６月11日は調査
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報告及び論点整理のため、議員全員協議会を開

催し、６月12日から14日までの３日間は議案調

査及び休日のため、休会となります。 

 ６月15日及び16日の２日間は、一般質問を行

います。一般質問の通告は８名でございます。 

 なお、６月16日は、発議案の締切日となって

おりますので、念のため申し添えます。 

 ６月17日及び18日の２日間は、午前10時から

予算等審査特別委員会での議案審査となります。 

 最終日の６月19日は、午後１時から議員全員

協議会、午後２時から本会議を開催いたします。

議員各位の御協力を申し上げ、議会運営委員会

の御報告とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。た

だいまの議会運営委員長報告のとおり、今期定

例会の会期は、本日から６月19日までの11日間

といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日から６月19

日までの11日間と決定いたしました。 

────────────────── 

   日程第３ 議案第42号遠野市後期高齢者

医療に関する条例の一部を改正する条

例の専決処分に関し承認を求めること

についてから、 

   日程第14 議案第53号令和２年度遠野市

一般会計補正予算（第２号）まで。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第３、議案

第42号から日程第14、議案第53号までの12件を

一括議題といたします。 

 各案件について、提出者の説明を求めます。

飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 

○副市長（飛内雅之君）  命によりまして、令

和２年６月遠野市議会定例会に提出いたしまし

た議案の提案理由を御説明いたします。 

 議案第42号遠野市後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認

を求めることについては、岩手県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例の公布に伴い、遠野市後期高齢

者医療に関する条例を早急に改正する必要が生

じたため、地方自治法第179条第１項の規定に

基づき専決処分したので、同条第３項の規定に

より、これを報告し、その承認を求めるもので

あります。 

 次に、議案第43号遠野市市税条例の一部を改

正する条例の制定については、地方税法等の一

部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響による徴収猶予の特例等に係る所要の改

正をしようとするものであります。 

 次に、議案第44号遠野市手数料条例の一部を

改正する条例の制定については、情報通信技術

の活用による行政手続等に係る関係者の利便性

の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図

るための行政手続等における情報通信の技術の

利用に関する法律等の一部を改正する法律の施

行に伴い、通知カード再交付手数料を廃止する

等の改正をしようとするものであります。 

 次に、議案第45号遠野市乳幼児、妊産婦、重

度心身障害者及びひとり親家庭医療費給付条例

の一部を改正する条例の制定については、岩手

県の医療費助成に係る事業の見直しに伴い、受

給者またはその保護者に給付する医療費につい

て、受給者またはその保護者に代えて受給者が

受領した医療機関等に支払うことができる対象

の年齢を引き上げようとするものであります。 

 次に、議案第46号遠野市が設置する一般廃棄

物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧

等の手続に関する条例の一部を改正する条例の

制定については、非常災害が発生した場合にお

ける廃棄物の迅速な処理に資するため、廃棄物

の処理及び清掃に関する法律第９条の３の３の

規定に基づく生活環境影響調査結果の縦覧等の

手続について定めようとするものであります。 

 次に、議案第47号遠野市情報交流センター改

修工事の請負契約の締結については、遠野市情

報交流センター改修工事の請負契約について、

令和２年５月21日に、条件付一般競争入札を執

行した結果、松田建設・栄組特定共同企業体を
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落札者と決定したので、当該請負契約を締結す

るため、地方自治法第96条第１項第５号及び遠

野市議会の規定に付すべき契約及び財産の取得

または処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

 契約の目的、道の駅「遠野風の丘」改修工事。 

 契約の方法、条件付一般競争入札。 

 契約の金額、５億3,240万円。 

 契約の相手方、松田建設・栄組特定共同企業

体、代表者、遠野市材木町１番２号、松田建設

株式会社代表取締役松田孝。 

 構成員、遠野市上郷町板沢９地割19番地１、

株式会社栄組代表取締役佐々木孝彦。 

 次に、議案第48号重要文化財千葉家住宅第３

期保存修理工事の請負契約の締結については、

重要文化財千葉家住宅第３期保存修理工事の請

負契約について、令和２年５月21日に条件付一

般競争入札を執行した結果、株式会社テラを落

札者と決定したので、当該請負契約を締結する

ため、地方自治法第96条第１項第５号及び遠野

市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得ま

たは処分に関する条例第２条の規定により、議

会の議決を求めるものであります。 

 契約の目的、重要文化財千葉家住宅第３期保

存修理工事。 

 契約の方法、条件付一般競争入札。 

 契約の金額、４億9,076万2,800円。 

 契約の相手方、遠野市青笹町中沢２地割52番

地、株式会社テラ代表取締役三浦貞一。 

 次に、議案第49号重要文化財千葉家住宅防災

施設等工事の請負契約の締結については、重要

文化財千葉家住宅防災施設等工事の請負契約の

締結について、令和２年５月21日に条件付一般

競争入札を執行した結果、株式会社テラを落札

者と決定したので、当該請負契約を締結するた

め、地方自治法第96条第１項第５号及び遠野市

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得また

は処分に関する条例第２条の規定により、議会

の議決を求めるものであります。 

 契約の目的、重要文化財千葉家住宅防災施設

等工事。 

 契約の方法、条件付一般競争入札。 

 契約の金額、２億4,293万7,200円。 

 契約の相手方、遠野市青笹町中沢２地割52番

地、株式会社テラ代表取締役三浦貞一。 

 次に、議案第50号公の施設の指定管理者の指

定については、伝承園及び遠野市情報交流セン

ターの管理を現在の指定管理者に代え、令和２

年７月１日から新たな団体に管理を行わせたく、

地方自治法第244条の２第３項並びに遠野市民

センター条例第117条第14号及び遠野市情報交

流センター条例第12条の規定により、当該施設

の指定管理者の指定をしようとするもので、同

法第244条の２第６項の規定により、議会の議

決を求めるものであります。 

 次に、議案第51号公の施設の指定管理者の指

定については、地方自治法第244条の２第３項

並びに遠野ふるさと村条例第26条及び遠野市た

かむろ水光園条例第32条の規定により、遠野ふ

るさと村及び遠野市たかむろ水光園の指定管理

者の指定をしようとするもので、同法第244条

の２第６項の規定により、議会の議決を求める

ものであります。 

 なお、当該施設は、現在、同じ指定管理者に

管理を行わせているところでありますが、併せ

て管理を行わせている伝承園及び遠野市情報交

流センターを令和２年７月１日から別の団体に

管理を行わせたく、現在の指定の内容に変更が

生じることから、再度、指定管理者の指定をし

ようとするものであります。 

 次に、議案第52号財産の取得については、消

防力の向上に資するため、取得しようとする消

防ポンプ自動車について、令和２年５月１日に

指名競争入札を執行した結果、株式会社古川ポ

ンプ製作所一関支店を落札者と決定したので、

取得の契約を締結するため、地方自治法第96条

第１項第８号及び遠野市議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例第

３条の規定により、議会の議決を求めるもので

あります。 

 取得する目的、遠野市消防団第３分団第２部

に配置し、消防力の向上に資するため。 
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 取得する財産、消防ポンプ自動車。 

 取得の方法、指名競争入札。 

 取得金額、2,255万円。 

 取得の相手方、一関市山目字中野34番地２、

株式会社古川ポンプ製作所一関支店支店長千葉

幸哉。 

 次に、議案第53号令和２年度遠野市一般会計

補正予算（第２号）については、第１条歳入歳

出予算の補正では、歳入歳出の総額に歳入歳出

それぞれ６億9,751万9,000円を追加し、予算の

総額を歳入歳出それぞれ207億189万1,000円に

しようとするものであります。 

 今回の補正予算の主な内容は、新型コロナウ

イルス感染症対策に係る事業費のほか、遠野ふ

るさと公社の経営改革及び地域再生計画に基づ

く地方創生推進交付金を活用した道の駅遠野風

の丘の魅力アップに係る事業費、市内小中学校

の全ての児童生徒にパソコンを整備するＧＩＧ

Ａスクール構想に係る事業費など、補正予算

（第１号）編成後に生じた緊急かつ臨時的な経

費について補正しようとするものであります。 

 このほか、第２条債務負担行為の補正では、

一般社団法人遠野ふるさと公社の運営に係る資

金の融資に伴う損失補償の追加を、第３条地方

債の補正では、遠野スタイル地域計画改革推進

事業など、４事業の追加と橋梁長寿命化整備事

業など、２事業に係る起債限度額の変更をしよ

うとするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これより質疑を許しま

す。質疑ありませんか。１番小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  ちょっと議案に矛盾点

というか、疑問点があるので、質疑というか、

これ、議長に質問になるかもしれないんですけ

ど、先ほど副市長から議案の提案がございまし

た。 

 議案第50号公の施設の指定管理者の指定につ

いてなんですけれども、先ほど説明があったと

おり、伝承園と風の丘の指定管理を新しいふる

さと公社の新法人に委託をしたいというお話だ

ったというふうに理解をしております。 

 この件について、ちょっと矛盾点があるので、

まず、当局の事前の説明では、ふるさと公社の

新法人の代表取締役社長に関しては、外部の協

力者であるＲＥＶＩＣから出向、出向って言っ

ていいんですか、委託、お願いをするというお

話で聞いておりましたが、今回、提案があった

ものに関しては、遠野市の方が代表取締役社長

になっているようです。 

 また、この第三セクターだと思うんですけど

も、この設立に関しては、恐らく議会の承認と

いうものは要らないと思うんですけれども、出

資金が、予算承認が必要になる件だと理解をし

ております。 

 議案第53号のほうに補正予算がありまして、

その中に、ふるさと公社の新法人の出資金があ

るわけですが、議案第50号の時点では、新法人

は設立されていない状態ではないかなというふ

うに認識をしているところです。 

 なので、今の点だけとっても、ちょっと矛盾

点が発生していて、例えば、議案第50号が通っ

たとしても、議案第53号が通らなければ、新法

人は設立できないという認識だと思います。 

 この段階で、議案第50号をこのまま議案とし

て取扱っていいのかという疑問点が起こるんで

すけども、議長の見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  暫時休憩いたします。 

   午前10時21分 休憩   

────────────────── 

   午前10時22分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  再開いたします。 

 ただいまの小松正真議員の質疑に対する考え

方、答弁を当局、どなたか答弁願います。飛内

副市長。 

○副市長（飛内雅之君）  ただいまの小松議員

の質問に対してお答えします。 

 当方では、議案についてはそれぞれ議会の議

決が必要なものをお上げしています。今回の議

会の中で、皆さん、議員の方々に議会で議論し

ていただきたく、審査していただきたく提案さ

せていただいています。ということで、提案す
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ることですので、それを御審議いただければと

思います。 

 それから、議案の順番については、地方自治

法の第96条の中に１項から順番がありまして、

その順番並びに遠野市に関わるほとんどの自治

体で行っている先例的な順番に基づいて議案を

提出しています。その議案についての御審議に

つきましては、この後、予算等審査特別委員会

に付託されれば、そちらのほうで順番を変えて

御審議することは構わないと思います。 

 以上、お答えします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  それであれば、やっぱ

り議会として一つの結論を出したほうが、やっ

ぱりいいんじゃないかなというふうに思うんで

すよ。なので、この本会議でやるのか、例えば、

直ちに全協を開催して、この順番をどうするの

かとか、そういったところのお取り計らいを議

長にお願いしたいんですが。 

○議長（浅沼幸雄君）  暫時休憩いたします。 

   午前10時25分 休憩   

────────────────── 

   午前10時25分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  再開いたします。 

 ただいまの小松正真議員の質問に対して、議

長としての考えを申し述べます。 

 先ほど１回目の小松議員の質問に、飛内副市

長から地方自治法の第、ちょっと条項、忘れま

したけれども、その順番にのっとってやってま

すし、この本会議への提案は、それから近隣の

前例等にものっとってやっているという答弁だ

ったと解釈しました。 

 ただし、予算等審査特別委員会に付託された

場合においては、その委員会の中で、順番を組

み替えることにつきましては、差し支えござい

ませんということでありましたので、私として

は、本会議で提案された議案第42号から53号ま

での上程はこのまま受けて、そして、今後、皆

さんが承認されれば付託される特別委員会の中

で、順番については協議していただきたいなと

いうふうに考えます。それでよろしいでしょう

か。17番佐々木大三郎議員。 

○17番（佐々木大三郎君）  議事の進行につい

ては、今、議長からお話、御説明のあったとお

りでよろしいと思います。 

 ただ、先ほど小松議員からの指摘のあった、

株式会社遠野ふるさと商社、商社の代表取締役

社長、この個人名につきましては、先般の議員

全員協議会の中では、ＲＥＶＩＣ社のほうから

社員を派遣いただいて、その方を社長に据える

という明確な御説明があったわけですが、それ

にもかかわらず、今日の提案資料は大里さんと

いう方になっています。どこでこれが変わった

のか、その辺の説明がなければならないと思い

ますが。お願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  非常に判断が難しいと

ころですが、議員全員協議会のときと今回の提

案が違うという御指摘のようですけれども、確

かに、その御指摘のとおりだと思います。が、

その理由につきましては、今後付託される予定

の特別委員会の中で皆さんに議論をしていただ

きたいなと、違う言い方をすれば、当局におき

ましては、その部分も含めた答弁になるという

ふうに考えていただきたいなと。 

 確かに、全員協議会という場も、それなりの

位置は占めておりますけれども、ただ、本会議

の上程とは、また質が異なるものというふうに。

もし、時間があれば、本来であれば、もう一回、

全員協議会を開いて説明していただければよか

ったんでしょうけれども、多分、その時間がな

かったという解釈で、私の解釈ですが、本会議

場での上程になったというふうに解しますので、

繰り返しますけれども、この後、付託される予

定の予算等審査特別委員会の中で、皆さんで議

論をしていただきたいなというふうに考えます

が、それでよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。 

 そのほかございませんか、質疑。 

   〔「な し」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 
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────────────────── 

   予算等審査特別委員会の設置 

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第42号から議

案第53号までの12件については、議長を除く17

人の委員をもって構成する予算等審査特別委員

会を設置し、これに付託の上、審査いたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第42号から議案第53号までの12件

については、議長を除く17人の委員をもって構

成する予算等審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設定されました予算等審査特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第５条

第１項の規定により、議長を除く全議員を指名

いたしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしましたとおり、議

長を除く全議員を予算等審査特別委員に選任す

ることに決しました。 

 なお、予算等審査特別委員会は、正副委員長

互選のため、本日、会議終了後、会議室にて、

これを招集いたします。改めて招集状を差し上

げませんので、御了承願います。 

 以上で、本日の日程は全部…… 

○１番（小松正真君）  議事進行。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真議員、議

事進行。 

○１番（小松正真君）  先ほどの件とは別件な

んですけれども、３月定例会において、荒川議

員、佐々木恵美子議員、そして、私が連署で修

正動議を提出いたしました。 

 提出した修正動議は、適法に成立しているに

もかかわらず、議長がこれを却下するという結

果になってしまいました。 

 さらには、本会議最終日に、適法に成立して

いた修正動議を議長が却下したことは、地方自

治法に違反しているのではないかという動議を

提出いたしましたが、これについても、議長は

動議は一時不再議ということで却下をしてしま

いました。 

 議長が議会運営のルールに違反するという、

とても信じられない事態となってしまったわけ

ですけれども、最終的に３月議会では、議長の

責任において６月定例会までに正しい形を明示

するということになりました。 

 先日の議員全員協議会において、次のように

議長から説明がありました。 

 修正動議は、原案を採決する前であれば、い

つでも提出できること、２つ目として、３月定

例会での修正動議を却下したのは、地方自治法

に違反をしていたこと、３つ目として、議長の

知識が未熟であったため、議事進行の誤りにし

て謝罪する、議員に対して謝罪をするというこ

とでありました。 

 この問題は、本会議で起こった問題であり、

適法に成立していた動議を却下するという、私

たちのこの議論の場を奪ってしまった、これは

すごく残念な話であります。 

 先ほど言ったとおり、議員全員協議会で説明

がありましたけれども、やはり本会議を御覧に

なった市民の皆様がいらっしゃると思いますの

で、これ、議長の口から事の顛末を市民の皆さ

んに説明、そして誤った進行をした謝罪を、市

民の皆さんにしていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  ただいま小松正真議員

から議事進行動議がなされました。これに関し

て、議長として、私の見解を申し述べたいと思

います。 

 詳細につきましては、ただいま小松正真議員

からの発言にありましたように、先般の議員全

員協議会におきまして、話ししたとおりで、今、

本会議場で小松正真議員から発言があったとお

りでございます。 

 一部分、繰り返しますけれども、地方自治法

上は修正動議、修正議案につきましては、本会
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議場で議案が上程された後から本会議場で議案

が採決するまでの間は、いつでも提出が可能と

いうことでございます。ので、３月定例会での

小松正真議員、荒川栄悦議員、佐々木恵美子議

員から提出されようとした修正議案につきまし

ては、本来は取扱うべきものであったというこ

とでございます。 

 その件に関しましては、全員協議会の場でも

申し上げたとおり、私の未熟さから来たもので

ございまして、改めて、その修正案を提出する

場を逃されました御三名の議員の方々にはお詫

び申し上げますし、市民の方々にも、そういう

場を提供できなかったことを改めて本会議場の

場でお詫びを申し上げたいと思います。 

 今後につきましては、こういうことのないよ

うに、私も十分に研さんを重ねまして、遠野市

民あるいは議会のために研さんしてまいります

ので、御了承願いたいというふうに思います。 

 なお、これは私一人では決定できませんけれ

ども、遠野テレビを御覧になっている方だけで

はなく、市民全員に周知するためには、やはり

議会として議会だよりというのがございますの

で、広聴広報常任委員会の場でも、私からも皆

さん、広聴広報の委員の皆さんにお諮りして、

広聴広報でも取扱いたいなという、今現在では、

私個人の意思でございます。 

 以上でございます。 

 １番小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  次会以降、本当にこう

いうことがないようにしたいなという、思うと

ころです。 

 ３月定例会中の本会議で行われた件ですけれ

ども、あの本会議場で、議会運営委員会が休憩

中、協議をした後、法にのっとって議事運営を

行っているので、修正動議を提供する時期を逸

したという説明がございました。これが誤りだ

というふうな証明がなされて、正しい形の議会

運営が今後できるのではないかなというふうに

思います。しかしながら、今後、正しい議事進

行をするために、この誤った件がどうして誤っ

てしまったのか、どうして間違ってしまったの

かということを明確にする必要があると思いま

す。 

 先ほど議長から「未熟」という話がありまし

たけれども、再度ですね、議長、どうして、こ

れ、間違ってしまったんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  ただいまの小松正真議

員の、再質問といいますか、質問にお答えいた

しますけれども、先ほど申し上げたとおり、議

会運営委員会も開きましたし、その場でも、多

分、私の記憶ですと２回開いた、その一つの修

正動議に関して。その２回目には、修正案の提

出者、３名の方々にも来ていただいて、御意見

を聞いたりしたというふうには思いますけれど

も、その時点でできる、その、参考にできる文

献を参考にして判断したのが、その結果だった

ということで、ただし、後で全国市議会議長会

あるいは上位法地方自治法をきちっと読みます

と、その判断を間違っていたということで、繰

り返しますけれども、議会を預かっている議長

としての私の知識不足、非常に恥ずかしい話で

はございますけれども、ということに尽きると

思います。 

 １番小松正真議員。 

○１番（小松正真君）  本会議なので、３回目

ですので最後にしたいと思いますが、議長の責

任もさることながら、やはり、その間違った助

言をした方々がいらっしゃると思うんです。や

っぱり同様の責任があるのではないかなという

ことなので、そこら辺、原因追及をもっとしっ

かりとしていただきたいなと思うところです。 

 本当に正しい進行ができなかったことは非常

に残念で、地方自治法に違反するという行為に

関しては、これ、議会としてはやっぱりあって

はならない問題だと思うんですよ。 

 最後にしますけれども、議長はやっぱり、こ

れ、地方自治法に違反をしたという責任、これ

をどう感じて、御自身の進退、どのように考え

ているかお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ただいまの小松正真議

員の質問に対してお答えいたします。 

 確かに、地方自治法上は、繰り返しますけれ
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ども、本会議場で上程された後から最後の採決

までの間、いつでも提出できるというふうにう

たっておりますので、それに抵触しているとい

うこと明らかでございます。 

 先ほども申し上げましたけれども、この議長

としての責任につきましては、やはり、今後、

こういうことのないように、この機会を契機に、

やっぱり緊張感を持って、ますます私たち議員

が市民福祉の向上のため、あるいは議会の資質

向上のために気持ちを新たにして取り組んでま

いりたいというふうに考えております。 

 そのほかにございませんか。 

   〔「な し」と呼ぶ者あり〕 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  なければ、以上で本日

の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。御苦労さ

までした。 

   午前11時40分 散会   
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